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OFIS/FORMによる福祉システムの開発
DevelopmentofaWelfarelnformatipnSYStemUsingOFIS/FORM

近年の地方公共団体では,行政のニーズの多様化,｢行革+の推進,近代化に

対応するため,住民記録,税務などの業務を中心とした住民情報システムのオ

ンライン化が積極的に行われている｡小平市でも昭和61年1月から住民情報を

中心としたオンラインシステムの運用を開始した｡このシステム化に伴い,導

入されたパーソナルワークステーション2020の活用を図りシステム化を行う要

望が出てきた｡

そこでパーソナルワークステーション2020でサポートLている定型業務処理

用ソフトウェアOFIS/FORMを使用し,福祉システムを開発することにした｡

OFIS/FORMは,実務担当者が自分でシステムの開発を行い,自分でシステム

を変更しながら運用が可能なので福祉業務のように専門的な業務知識を必要と

し,制度改正が多いなどの特性を持ち,かつデータ件数がパーソナルワークス

テーション2020で処理可能な業務には適していると考え,採用した｡

n 緒 言

近年,地方公共団体では,行政を取り巻く環境の変化,住

民の意識向上などに伴い行政需要が増大･多様化し,コンピ

ュータの高度利用が積極的に行われている｡そメ･tに伴いコン

ピュータの利用形態も大量バッチ処理から漢字オンライン処

理へと変わりつつある｡また,オンラインで使用する端末装

置もインテリジュント化されたことによって,従前は手作業

で行っていた各種の業務を,端末装置単体で分散処理するこ

とが可能となった1)｡

′ト平市でも,このような情勢を踏まえ昭和61年1月から総

合行政情報システムの基幹となる住民情報システムの運用を

開始した｡住民情報システムは住民への行政サービスの向上

を目的とし,様々な形で住民との対応に当たる職員を支援す

るシステムであり,住民記録,税務など大量のデ】タを取り

扱う業務と,福祉など比較的少量のデータを取り扱う業務に

分類される｡小平市では,大量データを取り扱う業務は集中

処理,少量のデータを取り扱う業務は分散処理による開発を

基本とした｡分散処理の開発対象業務としては,住民サービ

スの向上が図れ事務作業の効率化,省力化が可能な福祉業務

とした｡機器は住民情報オンラインシステム用に導入したパ

ーソナルワークステーション2020を使用し,開発言語として

は業務特性及びシステムの保守性,運用の容易性を考慮して

定型業務処理用ソフトウエアOFIS/FORMとした｡本システ

ムは昭和61年8月から試行,検証を行い昭和62年1月から開

発に着手し,昭和63年4月から本格的な運用を開始している｡

神谷 久*

小堀 明*

高木行雄**

安藤 透**

+打ゐα占/7J〟〟′J之乙v(7

月々Jγα 爪)占0γg

y～′々わ 7滋ん(哲7

7ちγ～′A′7〟∂

日 システム開発の背景と基本方針

2.1システム開発の背景

小平市では昭和61年1日から住民情報オンラインシステム

が稼動しており,こjLに伴いパーソナルワークステーション

20202)が約50台主管課に設置された｡分散処理で福祉業務を実

現する方法としては,市販のソフトウェアパッケージを購入

する方法又は独自に開発する方法があるが,次のような理由

によって独自に開発する方法とした｡

(1)要求機能を十分満足する市販ソフトウェアがない｡

(2)市販のソフトウェアは,COBOL,BASICなどで作成され

ているため,ソフトウェアの変更が困難である｡

独自に開発するのに際し,開発言語としては第4世代言語

であるOFIS/FORMを選択した｡選択]空由としては,定型業務

処理に必要な機能を持っていること,システムの作成,変更

が容易なこと,運用時の操作性が良いことなどの理由による｡

OFIS/FORMの機能概要を表lに,定義例を図1に示す｡

2,2 システムの位置づけ

福祉業務は福祉事務所,厚生課,児童課,老人福祉課で行

われており,住民記録,税と並ぶ重要な住民情報業務である｡

福祉業務の概要を表2に示す3)｡最近では福祉に関する住民サ

ービスの多様化,及び対象者の増加によって事務の褐雑化,
大量化を招き,住民へのサービス水準の維持,向上が困難な

状況になりつつある｡･一方では住民と密着した業務の性格上,

担当者の窓口対応や施設などへの出張が頻繁であるため,事

務処理に当てる時間が少なく.事務処理の効率向上が強く望

*′ト平市企画財務部電子計算課 **ファコム･ハイタック株式会社
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表10FIS/FORMの機能概要 OFIS/FORMは定義,実行,補助の3機能によって構成しており,その概要を表に示す｡

項番 機 能 概 要

l 定義機能

処理要素定義
業務処理の基本要素(処理要素)を定義する機能であり,画面仕様,帳票仕様,更新仕様,加工仕様の4種

から構成される｡

処理定義及び 業務処‡里の仕様を定義する機能であり,定義された処王里は生成機能によってOFIS/FORMが実行できるプ

実行ファイルの生成 ログラムに翻訳する｡

連未完処理定義 個別の処理をまとめて連続的に定義する機能

業務メニュー定義 処王里したい業務名を一覧(業務メニュー)にLておき,その一覧表を定義する機能

2 実行機能

メニュー実行 業務メニューの一覧から必要な業務メニュー名を選択することによって実行する機能

一覧実行
生成されたすべての処理と定義されているすべての業務メニュー,及び連続処理の一覧を表示L,その中

から必要なものを選択することによって実行する機能

3 補助機能

データベース ファイルを表の形式で表示Lながらファイルの作成･編集･検索･ソート結合･データの入力を行う機能

複写 定義･実行ファイル及びデータファイルを異なるドライブに複写する機能

仕様書印刷 定義機能(処理要素,処理,連続処‡里,業務メニュー)で定義した機能を印刷する機能

ドライブ 実行･定義ファイルのドライブ名とデータファイルのドライブ名を設定する機能

まれていた｡しかし福祉業務は,対象件数が少ないこと,デ

ータの機密性が高いこと,制度の変更が頻繁であることなど,

ホストコンピュータによる中央集中処理に適しない業務であ

つたために,これまでOA(OfficeAutomation)化の対象から
除外される傾向にあった｡そこで前述のような状況を踏まえ

本システムを開発することとなった｡しかし,表2の項番4

の生活保護システムは約20人のケースワーカーが使用するの

で,複数端末での操作が必要なこと,データ量が多くOFIS/

FORMの機能条件を超えてしまうことから,中央集中処理と

した｡

2.3 システム開発の基本方針

システム開発を行う上での基本方針を,以‾F{のように設定

し開発を行った｡
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(1)実務担当者がデータ管理,運用を行えるよう操作性の良

いシステムとする｡

(2)制度の頻繁な変更に対応してシステムの修正変更が容易

に行えることとする｡

(3)各主管課で,機密性の高いデータは分散して保持管理で

きるようにする｡

(4)ホストデータをパーソナルワークステーション2020側に

取り込むことによって,データを有効に利用し,かつ各分散

システム間での整合性を図る｡

田 システムの概要

福祉システムは,母子婦人貸付金,身障者福祉,児童手当,

老人福祉,生活保護及び福祉対象者登録の6システムから構

項目処理

項 目 名

処

理

順

l端
散

工

/

0

コード表表示
項目表示式/入力項目チェック式入力カ"イタ"Jス

ラーメッセ-シ"

電話 100 Ⅰ Y

Dl 110 Ⅰ Y Y '‥'OR:住所コードTBL.コード
住1 120 Ⅰ

0 lCDl:住所コードTBL.コード)の場合

住所コードTBL.町名
D2 150 Ⅰ Y Y '‥'OR:住所コードTBL.コード

住2 140 Ⅰ

0 (CD2:住所コードTBL.コード)の場合

任所コードTBL.町名

(CD2ニ◆‥●)の場合,',●
2 1う0 Ⅰ Y

画面仕様 続出 項目処理 電話

R:切り上げ C:切り捨て (指定しない場合は四捨五入)

終了

文字(12) 共通

ヘルプ

h 英数 PRA E】MS-DOS 88-0る-08Hed13:11

図10F】S/FORMの定義例 例は画面処理プログラムの項目処王里定義である｡項目ごとに入力チェ

ック,出力の編集を定義する｡



成している｡そのうち母子婦人貸付金,身障者福祉,児童手

当及び老人福祉の4システムを分散処理方式でシステム化L

た｡福祉システムの概要を図2に示す｡

OFIS/FORMによる福祉システムの開発 951

3.1システムの構成

本システムは住民情報オンライン用に設置されているパM

ソナルワークステーション2020モデルEとHトMOS/ES

表2 福祉業務の概要 福祉業務は福祉部の各主管課によって行われており,六つの業務がシステム化されている｡

項番 主管課 システム名 業 務 名 概 要

l 厚生課
身障者福祉

システム

身障者手当処理 身障者手当台帳の登録･変更と,台帳を基に支給額の決定及び支給の開始･停止処理を行う｡

身障者医療処理 身障者医療台帳の登録･変更と,台帳を基に医療証の発行を行い,また医療費助成の申請処理を行う｡

2
老人

福祉課

老人福祉

システム

老人保健医療処‡里
住民記録情報から該当者の勧奨通知処理を行うとともに,老人保健医療台帳の登毒責･変更をバッチ

処理で行う｡また医療助成費などの申請･支給を行う｡

老人医療処理

老人福祉手当処理

住民記録情報から該当者の勧奨通知処理を行うとともに,老人医療台帳の登録･変更をバッチ処理

で行い,医療助成費の申請･支給を行う｡また老人医療から老人保健医療への移管処理を行う｡

老人福祉手当台帳の登録･変更と,台帳を基に手当額の決定及び支給の開始･停止処理を行う｡

3

4

5

6

児童課

福祉

事務所

児童手当

システム

生活保護

システム

母子婦人貸付

金システム

福祉対象者

児童手当処理 児童手当受給者台帳の登録･変更と,台帳を基に手当額の決定及び支給の開始･停止処理を行う｡

児童育成手当処理

重度心身障害児

手当処理

保護決定処王里

児童手当受給者のうち,育成手当受給資格者について手当額の決定及び支給を行う｡

重度心身障害児について児童育成手当と同様の処王里を行う｡

保護決定調書の登録･変更を画面から行う｡

医療扶助処理 保護決定調書から要否意見書,医療券の発行処理を行う｡

保護支給処理

母子婦人貸付金

処理

対象者登録処理

保護決定調書から支給処王里を行い,保護費支給台帳処理を行う｡

母子家庭及び配偶者のいない婦人に対し,資金の貸付けと償還を行う｡

オンラインで福祉関係,手当情報をホスト側データベースに仮登録し,福祉関係の詳細情報は,バッチ処

システム 理で各福祉システムから取り込むことによって福祉関係部署のデータ相互照会を可能とする｡

福祉事務所

申請

窓口

住民

君｢‾

額

母子婦人貸付金

通知書

ll ll

指定金融機関

指定金融機関

ワークステーション

2020

□

母子婦人

貸付金

データベース

通知書

月 報

台 帳

振込みリスト

♂
支払い

llll】l

振込みリスト

T

⊂〇
住民

申請

窓口

身障者福祉

月 報

職員

貿

電子計算課

ホストコンピュータ

福祉対象者

データベース

福祉対象者システム

老人福祉システム

生活保護システム

厚生課

ワークステーション2020

⊂]

身障者福祉
データベース

台 帳

図2 福祉システム概･要図 福祉システム全体の業務の流れを図に示す｡
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(HitachiMultiple Operating System/Extended System

Product)によって構成されている｡ハードウェア構成を図3

に,ソフトウェア構成を図4に示す｡

3.2 システムの機能

本システムでの処理形態は､表3に示すとおリ4種類ある｡

業務処理は,各処理形態を組み合わせて運用しており,その

機能分担を表4に示す｡

以下に各処理形態に沿って機能の詳細を述べる｡

(1)オフライン処理

(a)画面処理

パーソナルワーク

ステーション

2020モデルE

内蔵

ハードディスク

(40Mバイト)

増設

ハードディスク

(20Mバイト)

インパクト

プリ ンタ

ホストコンピュータ

HITAC M-660D

LBP

DKU

注:略語説明 LBP(+aserBeamPr‥1ter),DKU(DiskUnit)

図3 ハードウェア構成図 H汀AC M-660Dにパーソナルワークス

テーション2020モデルEを接続しており,標準構成に20Mバイトの増設

ディスクを付加している｡

パーソナルワークステーション2020

H卜MOS/ES

MS-DOS*

OFiS/
FORM

業務

プログラム

+EVE+工I

COBOし**

ホスト

アクセス

プログラム

福祉業務

データ

ベース

T560/20
オンライン

クラスタ

画面からデータの登豆乳変更,参照を即時に行う｡また本

処理は,コード表示,ガイダンス表示などの入力支援機能に

よって操作性の向上を図っている｡画面例を図5に示す｡

(b)帳票出力処理

画面からの指示によって端末プリンタから通知書,認定

書を即時に出力する｡

(c)バッチ処王里

複数の処理を連結し,統計計算,手当額計算などの処理を

行う｡処理はメニュー画面から起動され操作が容易である｡

(d)データベース処理

データベースを表形式で画面表示し,人力,検索,再構

成などの維持管理を行う｡

(2)ホストアクセス処理

オンラインシステムによってホストデータベースから該当

者を検索し,オンライン画面に表示された氏名,住所,生年

月日などをLEVELⅡCOBOL※)のホストアクセス機能によっ

てパーソナルワークステーション2020内のファイルに書き込

む｡オフライン処三哩はこのファイルを基に,マスタファイル

を作成する｡

(3)ファイル伝送処理

IFIT-TSS(Immediate File Transmission Program-

TSS)及びOFIS/TRANSによってファイル単位でパーソナル

ワークステーション2020内のデータをホストへ伝送する｡身

障者手当･医療システム,児童手当システムはマスタファイ

ルを､老人福祉システムはデータエントリファイルを対象と

している｡

(4)ホスト処〕翌

ファイル伝送処理でホストに伝送されたデータを使用し,

台帳の-･括出力などの大量印刷処理及びホストデータベース

を参照する処理を行う｡

※)LEVELⅡCOBOL二英国Micro Forcus杜の商標である｡

ホストコンピュータ

VOS3/ESl

ECS/VTAM

DCCMII

住民情報

オンライン

プログラム

PDMII/巨2

住民情報

データ

ベース群

ASPEN/
E2

T10P2

lF汀一

丁SS

注:略語説明など
* MS-DOSは,米国MICrO Soft社の

登録商標であるrJ
** LEVELIICOBO+は,英国MICrO

Forcus社の登録商標である｡

VOS3/ESl(Virtual-StOrageOperatlng
System3/Exte=dSystemp｢Od此tl)

ECS/VTAM(ExtendCommuり･Caf･0n
S]POrt/Vけt】alTelecommunlCat10nS
Access Method)

DCCMII(Data Communicat10n ControI

ManagerII)
PDMII/E2(P｢ac.ttcalDataManage｢

ⅠⅠ/Extendvers10∩2)
T10P2(Time sha仙gtermjnallnput

Output Program2)
ASPEN/E2(Advanced ed加r Syslem

for Program Environmenl/Extend

version2)
lFITl‾SS(lmmediate Flle

TransmissionprogramイSS)
H卜MOS/ES(HitachトM仙ple

Operating System/ExtendSystem

product)

図4 ソフトウェア構成図 パーソナルワークステーション2020は,H卜MOS/ES下で0口S/FORM,LEVEしⅠICOBOL,T560/20オンラインクラ

スタによって業務処理を行っている｡
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3.3 0FIS/FORM適用時の留意事項

本システムの開発に当たI),留意した事項を以下に述べる｡

(1)導入時の留意事項

(a)データ量の把握

OFIS/FORMは,データ量によってはファイル分割の必

要があり,1ファイルでの分割数は最大5分割以内でなけ

ればならない｡このことから,事前にデータ量及び伸び率

を把握し,ファイル分割数が範囲以内に収まる業務につい

てOFIS/FORMを適用した｡

(b)ホストとの機能分担

OFIS/FORMは機能が豊富なため,要求機能の大半をカ

バーすることができる｡Lかし,｢ワークステーションで行

ったほうがよい処理+,｢ホストコンピュータで行ったほう

がよい処理+グ)見極めは,機能面からだけでなく処三哩時間,

処理スケジュール,データ量などを考慮する必要がある｡
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例えば老人福祉システムの場合,大量の印刷処理を頻繁に

行うたれ OFIS/FORMでは申請データのエントリだけを

行い,台帳出力処理などはホストで行っている｡

(2)設計時の留意事項

(a)処理のパターン化

OFIS/FORMは,非手続き形言語であり,対話形式によ

ってプログラミングできるので,作成時間はCOBOLで作成

した場合と比較すると÷～÷程度に短縮できる｡しかし,
処理内答によってはCOBOLなどでは単一プログラムで扱え

る処理をOFIS/FORMでは複数の処理に分割し,それを組

み合わせる必要がある｡この場合,組合せ方法によっては

処理数,処理時間が増加することがある｡そこで本システ

ムでは標準的な組合せを用意し,パターンによって当ては

めることにLた｡この方法によって,作成者はプログラム

の分割に悩む必要がなくなるとともに,処理時間を短縮さ

表3 システム処理形態 システムは4種矩の処理形態の組み合わせによって運用される｡,

項番 処理形態 概 念 図 説 明

1
オフ

ライン

処王里

r

l

パーソナルワークステーション2020単独でOFIS/

FORMによって,画面入力,帳票発行を行う.-.

バッチ処理でDB(データベース)更新集計を行う.

l

蓋苦言芋一ション州データベース■…
r

l

l

2

ホスト

l

パーソナルワークステーション2020からホストオ

l
l

＼ l

ンラインシステムで該当データを検索し画面を

インタフェースとしてパーソナルワークステーシ

ヨン2020内のファイルに書込みを行う､,

アクセス

処理 ミニま 蓋苦言掌-ション…;三三ム三=三
J
1

3
ファイル

イ云送処理

l

パーソナルワークステーション2020内で作成され

たデータを,ホストファイルに伝送するし,

l

L
l ホスト

蓋苦言芋-ション≡二三;システム･警翳レl

l

l

4
ホスト

l

l

/(一ソナルワークステーション2020から送られた
l

:ホスト データを,バッチ処理する｡

大量の帳票印刷,ホストのデータベース参照にす

る処理を行う｡

処理 】システム
l

l

j

表4 福祉システムの処理内容 各システムの対象人数及びパーソナルワークステーション2020とホストの処‡里分担を表に示す｡

項蕃 システム名 対象人数 処 理 の 分 担 言 語 画面数 帳票数

】
身障者福祉シ

ステム
2′000人

パーソナルワークステーション2020 データの登鐸･変更,各種帳票出力 OFIS/FORMJEVE+ⅠICOBOL 38画面 15帳票

ホスト 台帳の印刷 COBOL 3帳票

2
老人福祉シス

テム
15.000人

パーソナルワークステーション2020 データエントリ OFIS/FORM 15画面

ホスト データベース更新,各種帳票出力 COBOL 30帳票

3
児童手当シス

テム
3′000人

パーソナルワークステーション2020 データの登録,変更･各種帳票出力 OF】S/FORM LEVE+ⅠICOBOL 31画面 25帳票

ホスト 台帳の印刷,受給者の取込み COBOL 3帳票

4
生活保護シス

テム
l′500人

パーソナルワークステーション2020 オンライン端末として使用

ホスト 業務全体 COBO+ 20画面 8帳票

5
母子婦人貸付

金システム
400人

パーソナルワークステーション2020 業務全体 OFIS/FORM Z4画面 12帳票

ホスト

6
福祉対象者シ

ステム
3.500人

パーソナルワークステーション2020 オンライン端末として借用

ホスト 業務全体 COBOL 8画面 2帳票
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児童(育成)手当支給 ** 受給者一括異動(1) **

コード表一覧表示

受給者番号 00000003 項番 コード 名称

氏名フリガナ ヒタチ三ノII 10001001 欝一徹某銀行本店

氏 名 日立 稔 2 0001003 好一衛業銀行東京中央支店

住 所 上山南町2丁巨1 4 3 000100る 努一徹某銀行有楽町支店
方 沓 4 0001007 第一勧業銀行神田支店

電話番号 5 0001008 第一勧業銀行大手町支店
本跡地,国対 東京都 東西市 上 る 0001009 欝一朝某銀行神田新前支店
登録番号 7 0001010 欝一徹某銀行神保町支店
勤務先,職業 8 0001011 好一勧業銀行鉄鋼ビル支店

l 電話番号 9 0001035 好一榔某銀行銀座支店

l支払金融機関番号 銀行名l界一 10 0001047 第一勧業銀行麻布支店

1 ウ 支店名l東京 110001048 欝一執讃銀行浜松町支店
12 0001049 好一勧業銀行青山支店
13 0001051 欝一勧業銀行新橋支店
1ヰ 0001052 欝一朝選録行東虎ノ門支店

1500010占2 昇一勧業銀行新宿西口支店

エスケープ○終了〔ヨ次ページ旺】前ページ
異動処理 l受給者一括異動1 1】実行中Il 1 7.0 文字

表示されている名称の項番を入力して､+を押して下さい

:[] 句全取消I 1 1

11終了I行挿入l行削除l一行政消1 5t 傾目視写t 碓舐lヘルプl

甘て1 英数PR_叩PRA E】MS-DO6 88-07-22FriO古:48

図5 画面例 コード入力項目に､?′を入力L,コード表をポップアップ表示Lている｡コー

ド表から該当コードの項番を選択することによってコードが入力される【ノ

せることができる｡

(b)機能の有効活用

OFIS/FORMはポ･ソプアソプ機能,か'イダンス機能など,

運用時の操作性を向上させる機能を持っている｡本システ

ムでは,設計時にこの機能を使用するように考慮したので,

運用時の操作性向上を図ることができた｡

(3)運用時の留意事項

(a)オペレーションの削減

OFIS/FORMには,処理を実行順に複数登録し連続実行

させることができる機能がある｡本システムではこの機能

を使用しオペレーションを最小限にとどめている｡

(b)バックア､ソプ

本システムのバ･ソクアップ方法は,ファイルバックアッ

プ方法を採っている｡バックアップ処矧ま,連続処理に組

み込まれておりファイル単位で取得している｡そのため,

ファイル更新を行うたびに個別にバックアップ処理を行う

必要がなく,障害時にも榎旧が容易である｡

口 今後の課題

′ト乎市でOFIS/FORMを適用して開発運用した結果,以下

に述べる問題点を課題として取り組んでいく考えである｡

(1)OA化の推進

今回の事例を基に,庁内全職員に対して研帽を行い,各主

管課でのOA化の検討及び推進を図る｡

(2)運用を通じての評価

福祉システムの運用を通じ,機能,操作性,保守性,性能

などの評価を行う｡

(3)福祉システムの機能拡充

システムの開発当初に比べパーソナルワークステーション

2020の周辺装置が拡充されている｡そこで､そj‾しらの装置を
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含めシステム全体の見直しを行い機能拡充を図る｡

(4)ネ･ソトワークの検討

分散されたワークステーション間をネットワークで結び,

分散システム間のデータの相互利用を可能にすることを検討

する｡

(5)新技術導入の検討

福祉業務は業務の特性上,窓口で住民からの相談を受けるこ

とが多い｡したがって,その相談業務を支援するための手段とし

てAI(ArtificialIntelligence)などを利用する方法を検討する｡

切 結 言

高度情報社会の到来に伴い,地方公共団体でもコンピュー

タの高度利用が盛んに行われるようになってきた｡従来は住

民記録,税務などの住民情報システムの漢字オンライン化が

中心であったが,今後はそれに加えて各主管課に導入された

端末装置を利用しての分散処理システム化が考えられ,現場

に即LたOA化が行われると予想される｡

今回開発した福祉システムは,当初設定した目標を満足で

き,今後の全庁OA化計画への基盤を確立した｡今後､今回の

システム開発で得たノウハウを基に,各主管課に潜在してい

るニーズを掘り起こし,現場により密着したシステムを実現

することによって,よI)いっそうの住民サービス向上が図れ

るものと確信する｡
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